


















部の研究生として迎えた。ところが思いがけないことにその翌月 五月八日の午前中に、敦煌研究院の段文傑院長が成城大学に来訪し、加藤一郎成城学園長はじめ山田俊雄成城大学長、文藝学部長 私に、それぞれ挨拶し、賀小萍の受け入れに謝意を述べると も さらに文藝学部の 教室で、学生たちに『敦煌藝術 魅力』と題して講演をして下さった。私たちは歓迎 午餐会を開催して、歓談した。遠方から来日して、部下の若い 員のために謝禮の挨拶をなされた段文傑院長の禮義正しさと、若い部下 海外で
2の生活を気遣われる思いやりの深さに、私は心を打たれずにはいられなかった。
なお、翌年の平成二年（一九九〇）の三月には、私は二
期続けた文藝学部長の四年間の任期を終え、四月から大学院文学研究科長に転出するのであ が、早速にも同年の四月には、敦煌研究院の幹部である蔡偉堂氏を、大学院の客員研究員として迎えている。宿舎も成城七丁目に新築された「成城大学インターナショナル・レジデンス」であった。蔡偉堂氏と その後私が敦煌莫高窟の調査に行く度に世話になり、二五年後の今日まで元日には、中國風 華麗な年賀狀が航空便で届いている。私も毎年葉書 年賀狀を封筒に収めて航空便に托している。
さらに平成七年（一九九五）三月の私の停年退職後も、
すでに東京藝術大学 在留していた趙聲良氏が、平成一〇年（一九九八）四月から五年間、成城大学大学院文学研究科に外國人客員研究員とし 在学し 中國美術史担当の東山健吾教授のもとで を続けている。私が同氏に會っのは、平成一五年（二〇〇三）五月七日、成城大学の近くにある中國茶坊〈櫻華〉における送別会の際で 同氏の名刺にはすでに学位の取得が記されていた。そ ときに戴
挿図 1　敦煌莫高窟の遠望。背後は鳴沙山の砂丘





んの案内で、同僚 殷光明氏と一緒に、わが家に来訪し、一夕盃を交して歓談した。殷光明氏は平成元年（一九八九）四月から、成城大学文藝学部に研究生 して一年間在学した賀小萍さんの夫君であったが、北村さんの話では、私と会った 〇年後に逝去している。
ところで、賀小萍さんと云えば、平成元年（一九八九）



























ば第一号は、平成二年（一九九〇）の普段の日に招待した賀小萍さんと、当時東京藝術大学美術学部の研究員であった劉永増君の二人で 当時成城大学の大学院文 科に在学中の藤井由紀子さんと一緒に来 いる（挿図
2） 。
また私の手許には、平成三年（一九九一）四月に成城大





敦煌研究院創立五〇周年の記念祝賀会に招待され、四日の午前中に段文傑院長と共に院内で講演をした。次の五日に、東北大学教授を停年退職後実踐女子大学教授となった上原昭一氏が講演をした。七日 敦煌市内のホテルで催れたパーティの席上で、劉會林副院長に、これまで敦煌研究院から派遣された留 生や研究員を、日本の大学で受け入れてきたので、こ からは日本の学生や研究者を敦煌研究院が受け入れて欲しいと、要請した。
その翌年の平成八年（一九九六）の八月二三日の午後、
















の第九篇に〈絵画意匠より見た玉虫厨子の様式年代について〉 原稿を書きながら、その玉虫厨子の描かれている絵画の祖形を、雲岡・龍門両石窟の壁画とともに、敦煌壁画の上にも探してみたかったからである。前出の『敦煌壁画』を購入することが、当初 の目的であったが、偶然に見付けた潘絜茲著『敦煌莫高窟』を、中日辞典を引きながら読んでいくうちに、莫高窟の成立や、ペリオなど西方からの探険隊のことなど も興味 おぼえ、いつの日か敦煌の莫高窟を訪ねてみたいと思うようになったの ある。
はじめて私が、敦煌文物研究所（後の敦煌研究院）を表
敬訪問し、四日間にわたっ 莫高窟の諸窟を見学し のは、一一年続いた中國の大文化革命が終結した二年後の、ようやく外國人の訪中 許されて間もな 昭和五四 （一九七九）の四月のことで、 『中国佛教美術研究会
犮
好訪中














挿図 ４　1979 年 4 月、敦煌文物研究所の常書鴻所長夫妻との対談
9死への怖れから解放されることはなかったからである。
私たちは、北魏から宋代に至る諸窟を見てまわった後、
四日目の午前中、蘭州への出張から戻られた敦煌文物研究所の常書鴻所長を表敬訪問して、御夫妻 歓談した。常所長は私が法隆寺の研究者だと御存知だったのか、解体修理中の法隆寺金堂が、昭和二四年（一九四九）一月二六日の未明に失火し、罹災する前に、抜き取っ 倉庫に保存してあった金堂内陣小壁の「飛天図」の安否を問われた。戦時中から、須弥壇の本尊 疎開した金堂内では、蛍光灯下で外陣の壁画の模写が行われていた である。
なお常書鴻所長とは、その年の暮に来日なされたときに
再会し、 「敦煌の魅力を語る」と題する座談会にお招き 、私は司 者をつとめたが、そ ときも敦煌莫高窟 「飛天図」と法隆寺金堂の「飛天図」との比較が話題になった。敦煌を熱愛しておられた井上靖さんも同席 て下さった（ 「世界」一九八〇年一月号所収） 。
私は、その時以来、敦煌へは成城大学退職後も含めて十
三回訪れている。十三回目の平成一六年（二〇〇四）八月一六日には、樊錦詩院長の主催する、常書鴻先生誕一〇〇周年、並び 敦煌研究院成立六〇周年 記念する國際学会
に招かれて、外國人学者を代表して、 「敦煌石窟は人類の宝である―常書鴻先生の忘れえぬ言葉―」と題して講演をしたことも忘 られない。
深い友情に結ばれてきた段文傑院長が退任してからも、
私は蘭州の隠居のお宅を二度も訪ねている。また二〇〇七年刊行の『敦煌研究』
4号に「尊敬する段文傑先生の九十
華誕を祝し、多大の功績を讃え、長年の友誼を謝す」という一文を寄せている（完） 。
